
平成 26年度共催講演会 どうせやるならポジティブケア！～介護が必要になっても夢を

持ち続けるために～ 

 

平成 26年 9月 20日（土曜日）、アビスタ・ホールで男女共同参画講演

会を開催しました。毎年、市内の男女共同参画団体「あびこ女性会議」と

共催で実施する事業です。 

講師は、浦安市の NPO「未来介護プロジェクト」代表・小黒信也さん。小

黒さんは旅行会社、介護事業所勤務を経て、訪問介護・居宅介護事業

で独立。 

 

また 31歳から約5年間にわたる認知症を患った父親

の介護経験をお持ちです。経験談からは、働き盛りで

介護を抱えての心の葛藤が伝わってきて、一同、静

かに聞き入っていました。 

講師が関わる団体活動の上映もありました。「江戸川

介護劇団たなごころ」のビデオでは、実際の介護職員

が俳優となり、介護現場がテーマながらも、元気にな

れる演技を紹介。また、浦安市の介護施設で行われたワークショップのビデオでは認知症の方が、

見事に完成させたラベンダーブーケを手にして見せる、いきいきとした笑顔が印象的でした。 

 

さらに3枚の講師特製ワークシートを使って、ポジティブケア

のノウハウを学びました。ふだん何気なく接している両親や

配偶者、子どもなど、身近な人が大切にしていることを私た

ちはどのくらい把握しているでしょうか。わかっていたつもり

でも、シートの中に埋められない枠が残ります。お互い元気

なうちに穴埋めしておけば、いざという時も、前向きに生きる

パワーになりそうです。 

 

最後に自分が介護される時のために、“介護スタッフ

が介護したくない”タイプがランキングで紹介されると、

参加者から「全部あてはまるかも」と声があがり、会場

に笑いがおこりました。お話あり、ミニ上映あり、ワーク

ありの、あっという間の 2時間でした。 
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